




































































































































































C には 1回目の教室実施前（2017年 1～2月頃）と 3回目の教室終了後（2018年 2～3月頃）
の 2回、E には教室終了後の 1回のみ、インタビューを行った。B、C は通訳を介して、E
は日本語でインタビューを行った。インタビューは全て録音し、その後、文字起こしを行っ
た。

















第 1回 日時 2017年 3月
内容 巨大すごろく作り
参加者 子ども 13人、保護者 9人
第 2回 日時 2017年 12月
内容 巨大カルタ作り
参加者 子ども 3人、保護者 4人
第 3回 日時 2018年 2月
内容 絵本の読み聞かせ、お話作り















































く。なお、本文中の「 」や、四角のボックスで囲まれている部分は E の語りの引用、下
線部分はストーリー・ラインと同様、最終的に導き出された構成概念を表している。また、









































































































































































ってんやんか、いつも 9時半まで 10時ぐらいまでに起きててもいいって。でも E は遅い
























も Y の変化である。Y は、E の家庭での継承語教育が始まる前は、家庭内での自己表現の
言語として日本語を選択しており、スペイン語使用に対する動機づけは無動機づけの状態で
あった。しかしその後、家庭内で継承語教育が始まると、最初は E に言われてスペイン語







































































（中島 2016 : 33）であり、「母語」という言葉とは区別して使用されている。
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